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高齢者補聴器購入費用助成について
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認知症発症要因のひとつといわれている耳の聞こえの問題を抱える高齢者の方を
支援するため、令和３年７月に高齢者補聴器費用助成事業を開始した。

【申請から助成までの流れ】

１ 申請書を区に提出
⇒ 対象の方には、医師に作成してもら
う用紙（医師意見書）を送付

2 耳鼻咽喉科に受診
医師意見書を持って耳鼻咽喉科に受診。医

師に意見書の作成を依頼
3 意見書を区に提出
⇒ 区で意見書を確認し、助成決定通知お

よび請求書兼口座振替依頼書を送付
4   補聴器の購入
補聴器販売店で補聴器を購入

5   助成金の請求
⇒ 指定された口座に助成金を振込み

【対象者】

つぎの①～④すべてに該当する方
① 練馬区にお住いの65歳以上の方
② 住民税非課税世帯の方または生活保護受
給者、中国残留邦人等支援給付受給者

③ 耳鼻咽喉科医の診断結果（意見書）を得
られる方（両耳の聴力レベルが40㏈以上70
㏈未満の方）

④ 身体障害者手帳（聴覚障害）をお持ちで
ない方で、身体障害者手帳の対象（高度難
聴以上）とならない方

▶管理医療機器である補聴器本体および付属
品の購入費用として、1人（1台）1回限り、
25,000円を上限に助成（購入費用が上限
額に満たない場合は購入額を助成）



補聴器購入費用助成事業の実績
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令和４年８月31日現在

84人
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課税世帯だった方

医療機関での検査により、
高度難聴に該当した方

辞退・取り下げ等した方

助成の不交付を決定した方の理由

助成の交付を決定した方
198人（54.8%）

助成の不交付を決定した方
95人（26.3%）

医師意見書の取得手続き中の方
68人（18.9%）

令和３年７月から令和４年３月末までに申請のあった件数

申請者数
361人



耳の聞こえのセルフチェックの導入について

日常のコミニュケーションで、「家
族にテレビの音が大きいと言われる」
「聞き間違える」「聞き逃す」・・・
そのようなことが頻発していたら、聴力
の低下が起こっている可能性が考えられ
る。
聞こえにくいと感じたら、耳鼻咽喉科
を受診することが望ましいが、聴力の低
下は自分では気が付かない恐れがある。
そこで、質問に答えるだけで、簡単に
自分の耳の聞こえについて、チェックで
きるシートを９月に導入した。

※区ホームページの
「高齢者の補聴器購入費用助成事業」
案内ページに掲載
※各地域包括支援センターにおいて、
相談支援に活用
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耳の聞こえ講演会の開催
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今年度、新たな取組として、
「耳の聞こえ講演会」を開催した。

開催日 令和４年12月6日（火）
会 場 街かどケアカフェはるのひ

（集団学習室）
内 容 「加齢性難聴と補聴器」を

テーマに認定補聴器技能者
による講演会（約30分）

参加者 22名

※今後も継続的に開催予定


